


























Empowerment Scale（以下、FES）日本語版を作成し、4-18 歳の障害児の保護者 205 名を対象と
して、FES 日本語版の実行可能性、内的一貫性、再テスト信頼性、収束妥当性、弁別妥当性、
因子妥当性、自己効力感尺度および自尊感情尺度との併存的妥当性、社会参加活動状況の異な





The Family Empowerment Scale (FES) is used to measure empowerment in families 
raising disabled children with community support. We developed the Japanese version of 
FES and tested the feasibility, internal consistency, re-test reliability, convergent validity, 
discriminant validity, factorial validity, concurrent validity with self-efficacy and 
self-esteem scales, and known-group validity in two groups with different social 
participation status in 205 guardians taking care of disabled children of 4-18 years. The 
FES Japanese version demonstrated high reliability and validity and possible usefulness in 
scientific researches is suggested. It could also be used as a measure of empowerment 
before and after nursing intervention and long-term follow-up in Japan.  
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を行った。対象の選定基準は、2008 年 12 月




(4) 調査期間は 2008 年 12 月 18 日～2009 年






















































































































(2) 対象者の特性（表 1） 
保護者の年代は20代4.4％、30代47.8％、



























SD）ヶ月で、診断（重複あり）は ADHD が 125



























性別　 女性 200 97.5%





続柄 母 199 97.0%
父 5 2.5%
祖母 1 0.5%
児と関わる時間 平日 6.7±3.4 1-19
休日 12.6±5.2 1-24












児のきょうだい いる 157 76.5%
いない 48 23.5%





サービス利用 あり 66 32.2%
なし 139 67.8%
児
性別　 男児 172 83.9%
年齢（歳） 9.8±3.6 4-18
診断時期からの経過（月） 43.5±32.5 8-209



















内服 あり 158 77.0%
なし 47 23.0%
療育手帳 あり 53 25.9%
なし 152 74.1%









6)DCD：Developmental Coordination Disorder  
































































④ 併存的妥当性（表 4） 
自己効力感尺度および自尊感情尺度の
各尺度得点とⅰ）の下位尺度得点、および





⑤ 臨床的妥当性（表 5） 












項目数 mean±SD range 級内相関係数
（n=146)
FES全体 34 92.1±21.7 47-157 0.85
（下位尺度）
家庭 12 34.4±9.0 15-55 0.82
サービスシステム 12 36.1±9.2 12-59 0.79






表3-1 FES日本語版のMultitrait Scaling分析による項目尺度間相関の検討結果 Ｎ=205
家族 サービスシステム 社会/政治
FES
27 わたしは、わたしの子どもが育ち、成長するのを助けるための新しい方法を学ぶために努力する 0.63* 0.43 0.38
29 わたしは、わたしの子どもを扱うとき、課題だけではなく良いことにも目を向ける 0.64* 0.50 0.46
31 わたしは、わたしの子どもを取り巻く問題に直面するとき、何をするべきかを決め、そしてそれを実行する 0.72* 0.58 0.48
33 わたしは、わたしの子どもの障害をよく理解している 0.38* 0.28 0.29
2 わたしの子どもに問題が生じるとき、わたしはそれらの問題をかなり上手に処理できる 0.63* 0.61 0.55
4 わたしは、わたしの子どもが育ち、成長するのを助ける能力に自信を感じる 0.62* 0.35 0.39
21 わたしは、わたしの子どもに問題が生じるとき、それらを解決することができると信じる 0.48* 0.36 0.41
7 わたしは、問題がわたしの子どもに生じるとき、何をすべきか知っている 0.51* 0.49 0.48
9 わたしは、わたしの家庭生活は自分のコントロール下にあると感じる 0.57* 0.44 0.41
34 わたしは、自分が良い親であると感じる 0.64* 0.51 0.41
26 わたしは、家庭の問題に助けを必要とするとき、他人からの助けを求めることができる 0.58* 0.47 0.35
16 わたしは、わたしの子どもをより良く理解するのを助ける情報を得ることができる 0.54* 0.44 0.43
12 わたしは、わたしの子どもがどのようなサービスを必要とするかを決めるために、行政機関や専門家と協働することができる 0.25 0.41* 0.22
11 わたしは、わたしの子どもがどのようなサービスを必要とするかについて良い決定をすることができる 0.56 0.66* 0.55
13 わたしは、わたしの子どもにサービスを与えている専門家と定期的な接触を取り続けていると確信する 0.42 0.49* 0.33
23 わたしは、わたしの子どもにかかわるサービスシステムをよく理解している 0.53 0.63* 0.47
30 わたしは、他の両親とわたしが子どもたちのためのサービスに影響を持つことができると信じる 0.41 0.64* 0.44
19 わたしの子どもがどのようなサービスを必要とするかを決める際に、わたしの意見は専門家の意見と同様に、まさに重要である 0.43 0.61* 0.41
6 わたしは、わたしの子どもがどんなサービスを必要とするかについてのわたしの意見を専門家が理解すると確信する 0.36 0.39* 0.38
32 専門家は、わたしがわたしの子どものためにどんなサービスを求めるか、わたしに尋ねるべきだ 0.45 0.63* 0.47
18 わたしの子どもがどのようなサービスを必要とするかを決める際に、わたしの意見は専門家の意見と同様に、まさに重要である 0.56 0.66* 0.65
28 わたしは、わたしの子どもや家族のためのサービスを探すのに必要とあらば主導権をとる 0.44 0.47* 0.38
5 わたしは、わたしの子どもが十分なサービスを受けていないと心配する時、取るべきステップを知っている 0.53 0.66* 0.59
1 わたしは、わたしの子どもが受ける全てのサービスを承認する権利を有していると感じる 0.28 0.31* 0.29
17 わたしは、他の両親とわたしが子どもたちのためのサービスに影響を持つことができると信じる 0.30 0.32 0.39*
25 わたしは、親としてのわたしの知識や経験が子どもや家族へのサービスを改善するために使われることが可能だと感じる 0.15 0.17 0.43*
8 わたしは、子どもに関する重要な法案や問題がなかなか決まらないとき、市や県の議員にそれらのことについて相談をしに行くこと 0.52 0.60 0.61*
20 わたしは、子どもたちのための療育サービスの改善について、市区町村の職員や区政・市政にたずさわる議員に話をする機会があ 0.45 0.53 0.57*
22 わたしは、市区町村の職員や区政・市政にたずさわる議員に自分の話を聞いてもらう方法を知っている 0.46 0.53 0.64*
10 わたしは、子どもたちのためのサービス制度がどのように組織されているかを理解する 0.32 0.36 0.42*
15 わたしは、他の家族が（彼らが）必要とするサービスを手に入れるのを助ける 0.20 0.18 0.43*
24 わたしは、特別教育法の下（もと）で親や子どもの権利がどのようなものであるか知っている 0.43 0.40 0.55*
14 わたしは、子どもたちのための理想的なサービス制度についてアイデアを持っている 0.43 0.45 0.60*













家庭 12 0.38-0.72 0.28-0.61 24/24 100
サービスシステム 12 0.31-0.66 0.22-0.65 24/24 100






self-efficacy（自己効力感尺度） 205 0.42 0.49 0.28 0.37











ｎ Mean SD t値 p値1)
FES全体 活動あり 58 107.50 22.86 6.56 <0.0001 *
　〃　なし 197 85.48 18.34
（下位尺度）
家庭 活動あり 58 43.45 7.26 12.90 <0.0001 *
　〃　なし 197 30.89 5.88
サービスシステム 活動あり 57 43.80 7.96 10.58 <0.0001 *
　〃　なし 197 32.76 7.91
社会/政治 活動あり 58 27.50 7.28 9.33 <0.0001 *
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